
Information

　　

研
修
受
け
入
れ
農
家
の
指
導
の

も
と
、
露
地
野
菜
や
施
設
野
菜
な

ど
を
作
り
、
農
業
研
修
を
行
い
ま

す
。応
募
資
格
な
ど
、詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
新
規
就
農

希
望
者
で
、研
修
終
了
後
、市
内
で

就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な
20
歳
以

上
61
歳
未
満
の
人

■
募
集
人
員　
２
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、書
類
選
考
等

で
決
定

■
研
修
期
間　
１
年
以
上
２
年
以

内（
研
修
日
数
は
月
20
日
以
上
）

■
研
修
補
助
金

　　

月
額　
１
５
０
，０
０
０
円
以
内

■
募
集
期
間

　　
４
月
３
日（
水
）〜
12
日（
金
）

■
応
募
方
法

　
　

新
規
就
農
研
修
申
込
書
、誓
約

書
、履
歴
書
、納
税
証
明
書
ま
た
は

課
税
証
明
書
、
作
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
配
布
・
申
込
み
・

　　

問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
農
林
課

　　

農
業
経
営
の
向
上
と
、ゆ
と
り
あ

る
生
活
を
目
指
し
て
、
農
業
簿
記

を
記
帳
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
有
利

な
制
度
資
金
の
活
用
に
は
、
簿
記

記
帳
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

香
南
市
「
記
楽
々
ク
ラ
ブ
」で

は
、
複
式
農
業
簿
記
の
基
礎
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
基
礎
か
ら
習
得

で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、初
め

て
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　

５
月
21
日
（
火
）
〜　

毎
週
第
３

火
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

■
場
所　

J
A
土
佐
香
美
本
所

　　　　　　　
　

２
階　

会
議
室

■
講
師

　　

高
知
県
農
業
会
議　

伊
藤
憲
章

■
申
込
締
め
切
り　
５
月
１
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
農
業
委
員
会

　　

野
焼
き
や
不
適
正
な
焼
却
は
特

別
な
場
合
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、農
業
を
営
む
た
め
に
次

の
目
的
で
行
わ
れ
る
焼
却
に
つ
い

て
は
、
火
入
れ
許
可
を
受
け
た
も

の
に
限
り
認
め
ら
れ
ま
す
。

① 

地
ご
し
ら
え　　

② 

開
墾
準
備

③ 

害
虫
駆
除　　

④ 

焼
畑

⑤ 
採
草
地
改
良

　
　
こ
れ
ら
の
目
的
で
焼
却
を
行
う

場
合
は
、事
前
に
農
林
課
へ「
火
入

れ
許
可
申
請
」を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
す
る
方

は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、申
請
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
苦
情
等
が
あ
れ
ば
指
導
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
農
林
課

　　

在
宅
で
高
齢
者
等
を
介
護
し
て

い
る
ご
家
族
に
、
介
護
用
品
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

■
内
容　

介
護
用
品
支
給
券
を
福

祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
提
出
し
、

介
護
用
品（
紙
お
む
つ
等
）を
受
け

取
り
ま
す
。

《
上
限
額
》１
人　
７
５
，０
０
０
円
／
年

■
対
象　

市
内
在
住
で
、
要
介
護

３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
高

齢
者
等
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

■
手
続
き　

高
齢
者
介
護
課
に
あ

る
申
請
書
等
を
提
出
後
、
審
査
を

経
て
支
給
を
決
定

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

■
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　　
そ
こ
で
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
追
納
す
る
場
合
に
は
、
先

に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

《
繰
り
上
げ
支
給
》

　　

老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と
し
て

65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65

歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
も
繰
り
上

げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
の
請

求
を
し
た
時
点（
月
単
位
）に
応
じ

て
年
金
が
減
額
さ
れ
、そ
の
減
額

率
（
最
大
で
30
％
）は
一
生
変
わ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、繰
り
上
げ
請
求
し

た
後
で
は
障
害
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り

ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
不
利
益
な
点

が
多
い
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

《
繰
り
下
げ
支
給
》

　　

希
望
す
れ
ば
66
歳
以
降
に
増
額

し
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

繰
り
下
げ
請
求
を
し
た
時
点

（
月
単
位
）に
応
じ
て
年
金
が
増
額

さ
れ
、そ
の
増
額
率（
一
月
で
0.7
％
、

最
大
で
42
％
）は
一
生
変
わ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、遺
族
年
金
等
、他
年
金

の
受
給
権
が
あ
る
場
合
は
繰
り
下

げ
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、
振

替
加
算
に
つ
い
て
は
増
額
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
が
、繰
り
下
げ
待
機

中
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　　

支
給
開
始
は
請
求
し
た
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
70
歳

到
達
月
末
ま
で
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
平
成
25
年
４
〜
９
月
の
年
金
額

は
24
年
度
と
同
額
に
な
り
ま
し
た

▼
老
齢
基
礎
年
金

　　　
７
８
６
，５
０
０
円（
満
額
）

▼
障
害
基
礎
年
金

　　　
９
８
３
，１
０
０
円（
１
級
）

　　　
７
８
６
，５
０
０
円（
２
級
）

　
　

平
成
25
年
度
の
定
額
保
険
料

は
月
額
１
５
，０
４
０
円
に
な
り
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年

金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料

の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
学
生
は
、申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象

　
　

大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
等
（
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
制
課
程
を
含
む
）に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生

本
人
の
前
年
の
所
得
が
118
万
円
以

下
の
人（
24
年
度
の
所
得
基
準
）

※
扶
養
親
族
等
が
い
る
場
合
や
社
会
保
険

料
控
除
等
が
あ
る
場
合
は
、そ
の
数
や
金

額
に
応
じ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

■
承
認
期
間

　　

25
年
４
月
か
ら
26
年
３
月
ま
で

■
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

　　

老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
将
来
受

け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

る
た
め
に
も
、10
年
以
内
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付（
追
納
）し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す

■
申
請
手
続
き　

市
役
所
市
民
保

険
課
・
国
民
年
金
窓
口
へ
申
請

※
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
申
請
が
遅

く
な
る
と
、万
が
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金

等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　
　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま

た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本
人

署
名
の
場
合
は
不
要
）な
ど

▼
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
申

請
を
し
た
方
で
、
申
請
書
に
卒
業

予
定
日
を
記
入
し
、
25
年
度
も
在

学
中
の
方
に
つ
い
て
は
、申
請
は
が

き
を
送
り
ま
す
の
で
簡
単
な
記
入

で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

災
害
へ
の
備
え
（
３
月
号
）
の
中
で
、
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信
の
こ
と
が
載
っ
て
い
た
の
で
登
録
し
ま
し
た
。
と
て
も
大
切
な
↓
（
左
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

↓ 

こ
と
な
の
で
、
時
々
載
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
皆
が
防
災
に
対
し
て
気
に
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
防
災
意
識
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

火
入
れ
に
つ
い
て

農
業
簿
記
講
習
会

学
生
納
付
特
例
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
の

　

繰
り
上
げ
、繰
り
下
げ
に
つ
い
て

山﨑  　 勲　　 さん

甲藤 喜美子 さん

松井 美予子 さん

宗圓   良一　さん

井上   準二　さん

（野市町）

（吉川町）

（赤岡町）

（夜須町）

（香我美町）

　行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、住民の

皆さんからの相談をお聴きする民間有識者の方です。

　委員は、①国の仕事、②ＪＲ、ＮＴＴ等の特殊法人の仕事、③県や市町

村が国の補助を受けて行っている仕事などについて、住民の皆さんから

の相談を受け、その解決や実現のお手伝いをしています。

行政相談委員
のご紹介

【問い合わせ】 高知行政評価事務所　行政相談課　０８８-８２４-４１００

行政相談委員
のご紹介

香南市担当の行政相談委員に、本年４月１日付けで次の方々が再委嘱されました。

A
農 業

agriculture

農 業

新
規
就
農
研
修
生
募
集

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

S
高齢者高齢者

senior citizen

介
護
用
品
支
給
事
業

下記農家の方に、対象面積に応じた交付金が支払われます。

■米の直接支払交付金
　生産数量目標の範囲内で主食用米を生産販売すると、１．５万円／10aを交付。

２５年産の販売価格が標準的な生産費を下回った場合にその差額を補てん。

■水田活用の直接支払交付金
　水田で飼料作物・米粉用米・地域の振興作物など（野菜類等・地力増進・景観形成作

物を含む）を生産販売する農業者の方に面積払いで交付。地域振興作物の交付単価は

地域協議会にて設定。米の「生産数量目標」の達成にかかわらず助成対象になります。

■畑作物の直接支払交付金
　水田や畑地で販売目的に生産した麦・大豆・そば・なたねに面積払：２万円／10a

（前年産の生産面積に基づき交付）を交付。

　そのほか、収量に応じて数量払いが交付される場合があります。

経営所得安定対経営所得安定対策の受付受付が始まりま始まります！経営所得安定対策の受付が始まります！

詳しくは中国四国農政局の経営所得安定対策ホームページをご覧ください。
●ホームページ　　http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite

● 問い合わせ ●

　中国四国農政局高知地域センター　088-875-2151
　香南市地域農業再生協議会　57-7535

※対象農家の方には順次、文書でご案内します。当日は混雑が予想されますので
　事前に関係書類の確認をお願いします

対象農家 日　程 受付時間 会　場

吉川町

夜須町

５月２７日（月）・２８日（火）

５月２９日（水）～３１日（金）

９：００～１５：００

９：００～１５：００

吉川総合センター

大峰の里

赤岡町

香我美町

野市町

５月１６日（木）・１７日（金）

５月２０日（月）～２４日（金）

９：００～１５：００

９：００～１５：００

赤岡市民館

ＪＡ土佐香美　本所

５月１５日（水）
９：００～１１：３０
１３：００～１４：００
１４：３０～１５：００

東川公民館
舞川公民館
奈良公民館

５月９日（木）・１０日（金）
５月１３日（月）・１４日（火）

９：００～１５：００ 香我美市民館

旧・農業者戸別所得補償制度と基本的に同じ枠組みで実施

受
付
日
程

▼

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

　　

期
間
・
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

13２０１３.４ 12 ２０１３.４


